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2025 年 12 月１日開催 決算説明会にていただいたご質問とそのお答え 

 

平素より当社事業へのご支援を賜り、誠にありがとうございます。2025 年 12 月１日開催の決算説

明会にて投資家様よりいただきましたご質問とその回答について、下記の通り開示させていただき

ます。なお、本開示は情報発信の強化及びフェ アディスクロージャーの観点から開示するものです。 

 

記 

 

Ｑ１：御社（DLE）は、連結赤字が続いていますが、来季は営業黒字を目指すとのことであるが、ど

のような形で達成していくのかを教えてほしい 

 

Ａ１：決算説明資料にも記載しておりますように、既にゲーム制作子会社の売却などを発表してお

りますが、2026 年３月までに完全に不採算部門の切り離しを行う計画です。それに伴い、来季（2027

年３月期）のコストは非常に軽くなる一方で、今期より取り組んでおり経営資源を注力しておりま

す、利益率の高い、オルタナティブ動画制作及び AI 動画制作が寄与してきます。これにより営業黒

字化を達成する計画です。先程説明しましたように、政府の政策及び業界の状況など、当社にとっ

て強い追い風が吹いており 2026 年３月までに、大型の提携や契約を目指しており、これが達成され

るかに注目いただければと思います。 
 

Ｑ２： 説明会の資料や本日の話を聞くと非常に興味深いものがありもっと注目を集めてもいいので

はと感じるが、日々の株式の出来高などを見ても、現状、御社（DLE）の認知度は低いと言わざるを

得ない。この点に関して、対策を講じているのか？  

  

Ａ２： 野原ひろしの昼メシの流儀がヤフーのトップニュースで度々取り上げられ、粗想像を超える

ヒットとなっているが残念ながら、ご指摘の通り野原ひろしの昼メシの流儀を制作しているのが DLE

であるが、その点に関し一般的に知られておらず結びついていない事は理解しています。当社とし

ましては、まず一般向けのアピールの為、PR 専門の部署を 11 月より設置し、今後、様々なメディア



で取り上げていただけるよう新たに取り組んでおります。 

次に、投資家の方ですが、まさに 12 月１日、今日をスタートとして機関投資家向け IR を本格的

に稼働します。何を話しても夢物語とならないよう、Ｑ１のようなスクラップ＆ビルドを優先し、

一定の目処がついたことから、IR にうってでます。1on1 ミーティングの入りも、順調です。また、

DLE があまり知られていないということは、IR では逆にチャンスであり、当社の変革や将来につい

て興味を持っていただけるのではないかと考えております。特に見るべきポイントがＱ１の回答の

ように明確ですので、多くの機関投資家に買っていただけるよう頑張ります。 

 

以上 




